
 
Ｔ市長  府で強いリーダーシップを発揮してぜひ広域

で大阪府一本でやっていただきたい。 

橋下知事 料金は法定外繰り入れをゼロにするという前

提で、料金を組めばどうなるか、減免も含めて。  

【７・２２「談合」での発言より】 ●統一国保料の最大のねらいは、各市町村が実施している一般会

計から国保会計への繰入をなくすこと。「市町村財政を救うため」

というふれこみで、府民はさらに高い国保料を強いられます。繰

入をなくせば府内の全加入世帯当たり２万円アップの試算も。 

●もう一つのねらいは、各市町村ごとに条例で決めている減免制

度をなくすことです。「国保料が高すぎて払えない」と納付相談を

したくても、市町村の窓口は「うちではできません」。府に相談し

ようにも「相談はＷＴＣへ」となってしまいます。保険料滞納に

は「保険証取り上げ」「財産差し押さえ」のペナルティが待ってい

ます。 

●橋下知事は府民のくらしなど 

眼中にありません。府下の市町 

村長を味方につけて、「大阪都 

構想」の実現をもくろんでいま 

す。 

 
 
 
 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 

◆民主党政権は今年の国会で国保法を変え、「広域化方針」を 

打ち出しました。数年後には、国保の保険者を市町村から都道 

府県に変えようとしています。その理由として、効率化や事務 

費の削減が言われています。しかし、財政基盤が弱い市町村 

同士をいくら寄せ集めても、ムリがあります。 

◆国保制度は国庫負担がなければそもそも成り立たず、自治 

体からの国への要求に応じて実現していった制度です。８０年 

代以降つづく国の助成カットが国保財政をピンチに追い込み 

ました。府下の４割近い世帯が加入する国保を守るのは知事 

と市長の責任です。橋下知事は国に対して「国保予算増額」の 

声を上げるべきです。 

◆民商は国保料アップに絶対反対！値下げを要求します。 

減免制度を改善し、保険証取り上げをやめるよう求めます。 

◎橋下知事と府下の市町村長代表が 

７月２２日に協議。国保財政が苦し 

い市町村代表が、知事に「大阪府一本化」を懇願。知事は「国保

広域化」に先立って、大阪府内の国保料を統一するとぶちあげま

した。 

◎Ｓ市長は「府下的に一元化されたらＳ市民の保険料は高くなる

と思うが、それはやむをえない。（累積赤字も）基本的には各市町

村で解消しようということ」と保険料アップを公言しました。 

◎橋下知事は「…持続可能な制度にするには負担も求めていかな

いといけない。これを各市町村バラバラだと厳しいことに。そう

であれば僕が前に出るのかは協議をして…」と応じました。自分

が決めれば、府民は何でも支持すると言わんばかりです。 
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